
Internet Week 2017を11月28日（火）～12月1日（金）の4日間で開催します。
本号の特集では、実行委員長の挨拶とともに、概要をお知らせします。

Internet Week 2017
～向き合おう“グローバル”インターネット～ 開幕!!特集

2Special  Ar t ic
le

Internet Week 2017（IW 2017）を、東京･浅草橋駅前
の「ヒューリックホール&ヒューリックカンファレンス」で、
2017年11月28日（火）～12月1日（金）に開催します。掲げる
テーマは、「向き合おう“グローバル”インターネット」です。

インターネットは、inter-（相互の）、netというその名の
通り、世界中のコンピュータネットワークが相互接続され
形成されるネットワークシステムです。相互接続と拡張の
しやすさでは群を抜くプロトコルであるTCP／IPの浸透や、
WWWというWebシステムの普及などで、インターネットは
ボーダーレスで低価格、そして望めば誰もがあらゆる情報を
やり取りできるプラットフォームになりました。

このインターネット、あえて“グローバル”を強調せずとも、
グローバルに動くことこそがもっとも大きな特性、そして
利点として発展してきました。しかし今、この“グローバル”
という特性に、揺らぎが出てきているのではという点が、
今年のインターネットやInternet Weekを考えるにあたり、
実行委員、プログラム委員から発せられた問題意識です。

小さかったインターネットにさまざまなプレイヤーが現れ
多様化し、インターネット自身が大きくなってグローバル化や
フラット化を促す過程で、脅威や分断も顕在化し始めました。
また、グローバル化の反動という意味でのローカライゼー
ション、反グローバライゼーションも進んでいます。さらには、
グローバルなプラットフォーマーの台頭で、情報収集の
効率化やシステム構築の容易性は高まったものの、彼らの
意向次第で大きく左右される世界は、「自律･分散･協調の
インターネット」の理念からは少しずつ離れていっていると
感じる方もいるでしょう。

もちろんこうした傾向がすべて悪いことだということでは
ありません。しかし今年は「インターネットシャットダウン
（＝政府による政策的なインターネットの遮断）をする国が
あった場合に、アドレス空間の回収、分配禁止を行うべき」
などという技術コミュニティによる制裁のような極論まで
飛び出し、私たちは今、本当の意味での「協調」が試されて

いるターニングポイントにいると感じています。これからの
インターネットを良いものにするためにどのように運営して
いくか。Internet Week 2017は、インターネットの運用に
携わる方々が一堂に会する場です。こうしたインターネットの
現況にあらためて向き合い、考え、今後のより良いあり方を
議論する契機にしていきたいと思います。

こうしたことを根底に置きつつ、今年も数多くのおもしろい
プログラムを提供していく予定です。インターネットに関わる
技術者の方々とインターネット基盤技術や社会的な最新
動向を共有し、不測の事態に適切に対応できる環境の実現
をめざす場として、年に一度のこの場を大いに盛り上げて
いきます。

今年も、多くの皆さまとお会いできることを楽しみにして
います。

2017年 9月18日17時半（PDT、JSTでは 9月19日9時半）、
Internet Society（ISOC）が、2017年選出の「インターネット
の殿堂（Internet Hall of Fame）」入りメンバー 14名を発表
しました。その中で、JPNICの理事長を務める後藤滋樹
（早稲田大学 理工学術院 基幹理工学部 情報理工学科 
教授）が、 「インターネットのグローバルな成長と利用
に著しい貢献をした個人」として「グローバルコネク
ター部門」にて殿堂入りを果たしました。

JPNICの後藤滋樹理事長が
ISOCインターネットの殿堂入り

今回の殿堂入りの理由となっている複数の業績は、いずれも私1人が成し遂げたものではありません。多数の友人
が実践してくれたものです。先輩の理解と指導も不可欠でした。本来はグループとして顕彰されるべきものです。た
またま私が職場の仲間の年長であったり、大学人は中立であるという想定で、私が名前だけの代表のようになった
経緯があります。ただ、私が個人的に遠慮をすると、多くの友人の業績が埋もれてしまうかもしれないと考えて、
仲間を代表する気持ちで受けることにしました。関係各位に厚く御礼申し上げます。

今回の殿堂入りにあたって後藤本人からのコメント

・Interview: 2017 Internet Hall of Fame Inductee Shigeki Goto

https://youtu.be/n-ds-qBwQXY

・2017年 インターネット殿堂入りメンバー一覧

https://www.internethalloffame.org/inductees

理事長の後藤をはじめ、JPNICは今後もより一層、国内外のインターネットの発展へ貢献してまいります。

・Visionaries Who Helped Shape the Internet    
　Take Their Place in the Internet Hall of Fame

https://www.internetsociety.org/news/press-releases
/2017/visionaries-helped-shape-internet-take-place-

internet-hall-fame/

「Internet Week 2017
 『向き合おう“グローバル”インターネット』を
　開催します」

JPNIC理事／Internet Week 2017実行委員長 高田寛

ルート・リークは、これまでにも国際的に起きているもので、リ
ークそのものをなくすよりも、他のASで影響を受けないようにす
るにはどうすればいいのか、といった議論が行われてきました。
前述の通り、RPKIの連携によって、国際的に日本国内の IPアド
レスを検証できるようになりましたので、ここではRPKIを使った
経路情報の検査技術であるBGPsecを使って、どのような対策
を採ることができるのかについて、考察してみたいと思います。

BGPsecは、BGPの経路情報に対して、オリジン検証（Origin 
Validation）とパス検証（AS Path Validation）の、2種類の検査
を行うことができる技術です。パス検証はまだ実装が進んでいま
せんが、オリジン検証のオープンソースソフトウェアや、その結果
を扱うことのできるルータは増えてきています。

まずはじめに、今後の普及を見越してパス検証の利用について考
えてみます。現在の仕様では、ルート・リークが起きた時にも、
その経路情報を受け取ったASが正常な署名を付けてしまうこと
が考えられます。そうすると、ルート・リークの経路が有効なパ
スとなってしまいます。

受け取ったパスを自動的にASパスに対する署名データである
BGPSEC_PATHに加えるのではなく、指定したASが含まれる
パスのみに署名をつけることによってこれを回避し、異常を発見
するために使うことができるかもしれません。ただし、まだこのよ
うな仕様についての議論はなされていない状況です。この他に、
パス検証を行う側で、X.509証明書の証明書チェーンに深さ制限

を設けられるように、検証するパス（BGPSEC_PATH）の長さに
制限を設けることも考えられます。

また実装にあたっては、RPKIの導入効果について研究している
ボストン大学のSharon Goldberg氏が指摘しているように※5、
環境によっては受け取ったパスの検証結果が invalidであっても、
使わざるを得ないことも考えられます。パス検証はまだ実験でき
る状態になっていないため、ルータにおける実装の要件を見つけ
ていくために、各種の想定実験が必要と考えられます。

次に、オリジン検証で検知できることについても考えてみます。
ROAには最大プリフィクス長を制限するパラメーターがあり、
リーク時の細かい経路が、異常である旨の検知ができる可能性が
あります。ただし、検知後のアクションに制約があり、優先度を
下げた程度では、BGPにおける細かい経路情報を優先する原則
が優先されてしまうため、せっかく無効と判定できた経路情報で
あっても、その判断を経路変更の判断に利用できないという指摘
があります。

ここまでで述べたように、RPKIの利用環境は整備されつつあ
りますが、各種のルーティングにおけるインシデントを検知し、
もしくは予防する技術に至るまでには、まだ課題があります。
実用化のためには、さらなる実験や、ツールの開発を行っていく
必要がありそうです。

 （JPNIC 技術部／インターネット推進部 木村泰司）

※5 BGP Security in Partial Deployment, Robert Lychev, Sharon Goldberg, Michael Schapira, SIGCOMM'13, August 2013
http://www.cs.bu.edu/~goldbe/papers/partialSec.pdf

Internet Weekのプログラムを企画する委員会の様子
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Internet Week 2017 プログラム

Internet Week 2017 概要

1日／半日プログラム ［D1］事前 ¥13,000 ｜ 当日 ¥20,000　　［D2］事前 ¥11,000 ｜ 当日 ¥16,000　　［D3］事前 ¥12,000 ｜ 当日 ¥18,000

無料同時開催イベント ランチセミナー 無料 BoF 無料

2.5hプログラム 事前 ¥5,500 ｜ 当日 ¥8,000 ハンズオン 事前 ¥13,000 ｜ 当日 ¥20,000

懇親会 ［K1］事前/当日：¥8,000　［K2］事前/当日：¥5,000

3F Room02F ホール

27
［月］

／
11 ～13：00

18：00

～18：30

20：30
【K1】itojunに世界的なIPv6普及の進展を報告する会
　　　　主催：itojunに報告する会実行委員会

【P1】IPv6 Summit in TOKYO 2017
　　　主催：一般財団法人インターネット協会、IPv6普及・高度化推進協議会

2F ホワイエ2F ホール

1
［金］

／
12 ～9：30

17：30

～18：00

20：00
【K2】懇親会

【D3】IP Meeting 2017 ～向き合おう、"グローバル"インターネット～

3F Room33F Room02F ホール

【S2】君は本当のブロックチェーンを知っているか？
　　　 ～使いどころがわかる150分～

【B2】Peering in Japan BoF

【S1】企業ネットワークIPv6導入指南
　　　～IPv6対応、進めてますか？～

【B1】これからの生き方と働き方、
         技術者目線の3つのポイント

【D1】サイバー攻撃に耐える組織と運用
第1部  9:30-12:00  サイバー攻撃最前線2017

【L1】グローバルDNSは黄金期に入る
　　　［提供］Nominum, inc.

第2部  13:15-15:45  今求められるSOC、CSIRTの姿とは
　　　 ～世界の攻撃者をOMOTENASHIしないために～

第3部  16:15-18:45  プロから学ぶ！
　　　 侵害に耐えるサイバーレジリエンス

28
［火］

／
11

～9：30

12：00

～12：15

13：00

～16：15

18：45

～19：00

20：30

～13：15

15：45

セキュリティ IPv6 最新技術

【S4】トラフィックエンジニアリング
　　　 ～トラフィック爆発への戦略戦術～ NW運用管理

【S6】今を知り今後に備える！
　　　ルーティングセキュリティ NW運用管理

【S5】テレワークで変わった？！
　　　働き方の未来 社会派

【S3】必修・IPv6セキュリティ
　　　 ～未対応で大丈夫ですか？～ IPv6

3F Room33F Room0

【S14】オフィス/公衆Wi-Fiのセキュリティと
　　　 混雑解消に向き合おう NW運用管理

【S13】国際ローミングの世界と
　　　　Wi-Fiサービスの今後 NW運用管理 社会派

【H3】運用自動化ハンズオン
　　　～StackStormで実践する
　　　インフラ運用革命～

最新技術NW運用管理

2F ホール

【J2】第22回日本インターネット
　　　ガバナンス会議(IGCJ22)

【S15】高信頼性運用を実現する
　　　　SREという新潮流

【B5】日本DNSオペレーターズグループBoF

【S12】キャッチアップ！
　　　 2020に向けたメール運用

【L3】向き合おう DNSサーバとサーバー証明書
　  　　  ～最近のDNSと証明書の関係を踏まえ、運用者がすべきこと～
　　　［提供:株式会社日本レジストリサービス］

【D2】DNS DAY
30
［木］

／
11

～9：30

12：00

～12：15

13：00

～16：15

18：45

～19：00

20：30

～13：15

15：45

最新技術NW運用管理

基盤サービス

基盤サービス

2F ホール 3F Room0 3F Room3 3F Room4

【J1】第33回JPNIC
　　　オープンポリシーミーティング
　　　(JPOPM33)
　　　主催：ポリシーワーキンググループ

【S8】エンジニアのための
　　　法制度と実務概説

【H2】これでわかる！
　　　セグメントルーティング
　　　ハンズオン

【B4】インターネットコミュ二ティBoF
　　　    ～インターネット維持・運営のための国際
                 コミュニティの日本部会を盛り上げよう～

【H1】インシデント対応
　　　ハンズオン2017

【B3】ソフトウェアルーター・
        スイッチBoF

【S7】IoTもおまかせ！サーバレスで変わる
　　　 インフラとの関わり方

【S9】まるわかりIoT講座
　　　～スタートダッシュを
　　　　 決める150分～

【L2】ロンドン五輪会場を支えたNWインフラ
　　　   BT Diamond IDシリーズのご紹介
　　　　［提供:ジェイズ･コミュニケーションズ株式会社］

29
［水］

／
11

～9：30

12：00

～12：15

13：00

～16：15

18：45

～19：00

20：30

～13：15

15：45

【S11】知らないと困る?! 
　　　 認証局とHTTPSの最新動向

基盤サービス セキュリティ

最新技術

最新技術

【S10】転ばぬ先のIoTセキュリティ
　　　　～コウカイする前に知るべきこと～

セキュリティ 最新技術 最新技術NW運用管理

社会派

会期

2017年11月28日(火)～12月1日(金)4日間

[プレイベント/同時開催イベント]
11月27日(月)：IPv6 Summit in TOKYO 2017 
　　　　　　　 itojunに世界的なIPv6普及の進展を報告する会
11月29日(水)：第33回JPNICオープンポリシーミーティング
11月30日(木)：第22回日本インターネットガバナンス会議

会場

ヒューリックホール＆ヒューリックカンファレンス
（東京・浅草橋）

URL

https://www.nic.ad.jp/iw2017/

主催

一般社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター
(JPNIC)

企画

Internet Week 2017プログラム委員会

協賛

株式会社日本レジストリサービス
Nominum,Inc.
ジェイズ・コミュニケーション株式会社
NTTコミュニケーションズ株式会社
Asia Pacific Network Information Centre (APNIC)
株式会社SRA
KDDI株式会社
日本インターネットエクスチェンジ株式会社
華為技術日本株式会社
Internet Society

後援

総務省/文部科学省/経済産業省
一般社団法人ICT-ISAC
ICT教育推進協議会(ICTEPC)
IPv6普及・高度化推進協議会(v6pc)
一般財団法人インターネット協会(IAjapan)
(ISC)2
Internet Society Japan Chapter(ISOC-JP)
仮想化インフラストラクチャ・オペレーターズグループ(VIOPS)
一般社団法人コンピュータソフトウェア協会(CSAJ)
一般社団法人JPCERTコーディネーションセンター(JPCERT/CC)
一般社団法人情報サービス産業協会(JISA)
国立研究開発法人情報通信研究機構(NICT)
一般社団法人セキュリティ対策推進協議会(SPREAD)
一般社団法人電子情報技術産業協会(JEITA)
一般社団法人日本インターネットプロバイダー協会(JAIPA)
日本MSP協会(MSPJ)
日本シーサート協議会(NCA)
一般財団法人日本情報経済社会推進協会(JIPDEC)
一般社団法人日本スマートフォンセキュリティ協会(JSSEC)
日本セキュリティオペレーション事業者協議会(ISOG-J)
日本DNSオペレーターズグループ(DNSOPS.JP)
日本ネットワーク・オペレーターズ・グループ(JANOG)
特定非営利活動法人日本ネットワークセキュリティ協会(JNSA)
日本UNIXユーザ会(jus)
フィッシング対策協議会
WIDEプロジェクト(WIDE)

登録期間

2017年9月26日(火)～11月17日(金)

参加費

2.5時間プログラム：事前5,500円(当日8,000円)
1日/半日プログラム：事前11,000円～13,000円
　　　　　　　　　 (当日16,000円～20,000円)
ハンズオンプログラム：事前13,000円(当日20,000円)
懇親会：5,000円
※無料セッションもあります。

お問い合わせ

Internet Week 2017 事務局(JPNIC内)
E-Mail:iw-info＠nic.ad.jp
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